
加藤　町民の負託に応える責任があると思うが決意は

川をきれいにＥＭ泥だんごつくり（萩野地区）

町長　町民の幸せづくりを原点に三度目の出馬を決意 

一般質問一般質問一般質問

加
藤
秀
人 

議
員

■
行
政
と
民
間
が
一
体
と

　
な
っ
て 

加
藤
　
行
政
と
民
間
の
活
力
を

融
合
さ
せ
て
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
い
か
す
こ
と
が
重
要
と

思
い
ま
す
。
行
政
と
民
間
が
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
ど

う
進
め
る
か
伺
い
ま
す
。 

町
長
　
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民

と
行
政
の
共
同
経
営
で
あ
り
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
地
域
力
、
町

民
力
を
結
集
し
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
が
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
息
吹
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
ら
の
発
想
と
蓄
積
し
て
き

た
力
を
原
点
に
行
政
機
関
や
団

体
、
個
人
と
の
信
頼
関
係
を
結

び
具
体
的
か 

つ
総
合
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。 

加
藤
　
「
春
サ
ク
ラ
。
夏
は
ベ

ニ
バ
ナ
、
秋
は
ア
ユ
。
冬
は
隠

れ
蕎
麦
屋
の
し
ら
た
か
へ
」
観

光
４
シ
ー
ズ
ン
化
を
ど
う
進
め

る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
季
節
ご
と
に
白
鷹
の
特

色
を
と
ら
え
、
白
鷹
ら
し
い
旅

づ
く
り
の
環
境
整
備
な
ど
を
検

討
し
、
交
流
推
進
や
経
済
活
性

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

加
藤
　
生
産
か
ら
流
通
販
売
ま

で
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
活

用
で
す
す
め
て
は
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
何
と
い
っ
て
も
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
で
す
。
白

鷹
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
が

わ
か
る
、
白
鷹
の
暮
ら
し
が
わ

か
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

加
藤
　
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
、
最

上
川
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
、
関
係
市
町
と

の
連
携
を
ど
う
進
め
ま
す
か
。

町
長
　
観
光
交
流
促
進
の
観
点

か
ら
も
広
域
連
携
を
は
か
り
、

さ
ら
に
相
乗
効
果
を
め
ざ
し
付

加
価
値
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

加
藤
　
交
流
人
口
と
定
住
人
口

を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
交
流
と
人
口
の
定
着
は

町
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
す
。
「
生
活
と
文
化
、
産
業

に
通
じ
る
居
住
性
豊
か
な
定
住

交
流
社
会
」
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。 

加
藤
　
町
長
は
町
民
の
負
託
に

こ
た
え
る
重
要
な
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
決
意
の
ほ
ど

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
私
は
こ
の
時
期
に
あ
た

り
、
町
民
の
幸
せ
づ
く
り
を
原

点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

を
い
か
し
、
町
民
の
総
意
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
集
大
成
し
な
が
ら
、

全
力
で
町
政
発
展
に
確
実
に
つ

な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
10
月
に
予
定
さ
れ

る
町
長
選
挙
に
初
心
に
か
え
っ

て
三
度
目
の
挑
戦
を
す
る
決
意

に
至
り
ま
し
た
。

■
町
長
の
決
意
を
問
う

■
具
体
的
に
ど
う
進
め
る

　
か
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■
減
額
の
理
由
は

■
備
品
を
購
入

議
員
　
県
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ

ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円
減
額
の
理
由
を
伺

い
ま
す
。

当
局
　
20
年
度
で
県
の
補
助
金

が
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、

来
年
度
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
年
度
途
中
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、
補
助
金
が
少
な
く
な

る
こ
と
か
ら
満
額
補
助
を
受
け

る
た
め
来
年
度
に
申
請
す
る
も

の
で
す
。 

議
員
　
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
教
育
支
援
事
業
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。

当
局
　
環
境
教
育
の
取
り
組
み

で
す
。
観
察
、
実
験
を
と
お
し

環
境
意
識
を
高
め
る
た
め
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
燃
料
電

池
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど

の
備
品
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

平
成
　
年
度
　
補
正
予
算

20

　
医
療
給
付
事
業
に
関
す
る
も

の
で
、
乳
幼
児
医
療
給
付
の
対

象
者
の
所
得
制
限
額
を
、
７
月

１
日
か
ら
一
律
１
５
９
万
円
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

 

　
子
育
て
世
代
に
対
し
優
良
な

支
援
住
宅
を
提
供
し
ま
す
。

　
入
居
者
は
所
得
の
条
件
も
あ

り
ま
す
が
、
小
学
校
就
学
前
の

子
供
が
中
学
校
に
就
学
す
る
年

の
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
子
供
が
出
生
し
た
場

合
は
入
居
期
間
を
延
長
で
き
る

も
の
で
す
。 

　
個
人
住
民
税
の
一
部
を
生
ま

れ
故
郷
の
自
治
体
な
ど
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。 

　
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
も
含
め
、
医
療
行
為

に
か
か
る
診
療
報
酬
の
算
定
方

法
の
改
訂
に
と
も
な
い
改
正
し

た
も
の
で
す
。

条
例
の
廃
止 

　
直
接
雇
用
か
ら
事
業
者
委
託

へ
移
行
す
る
た
め
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

条　例

新しくなること

などに

総額　億6,148万円となる72総額　億6,148万円となる74

補
正
の
主
な
も
の

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

　
・
デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業
　
　
　
　
　
　
　
▲
２
１
７
万
円 

　
・
四
季
の
郷
住
宅
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円 

　
・
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
※
　
　
　
　
１
２
４
７
万
円 

　
・
や
ま
が
た
新
時
代
産
地
形
成
事
業
　
　
　
　
　
　
２
６
６
万
円

　
　
（
耕
作
放
棄
地
基
盤
整
備
事
業
） 

　
・
観
光
交
流
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
万
円 

　
・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
万
円 

　
・
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
教
育
支
援
事
業
　
９
９
万
円

　
　
な
ど
で
す
。

●
財
源
は
、
国
県
支
出
金
、
地
方
債
や
繰
越
金
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

質 疑

一般
会計

四季の郷
住宅整備事業 4,1484,148万円を追加補正万円を追加補正

子育て支援住宅　完成予定図
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白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
条
例
が
制
定

白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

白
鷹
町
語
学
指
導
等
に
従

事
す
る
外
国
人
の
給
与
、

旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

乳
幼
児
医
療
給
付
の
対
象

者
を
見
直
し

入
居
基
準

平成20年度補正予算総括表

4,148万円

3億7,450万円

8,851万円

74億6,148万円

11億6,391万円

2億4,389万円

一般会計

下水道
特別会計

企業会計 水道 資本的支出

271万円 2億9,972万円老人保健

会計項目 補 正 額 補正後の額

※
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

　
還
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
公
債
費
負
担
の

軽
減
対
策
と
し
て
平
成
19
年
度
か

ら
３
年
間
で
高
利
率
の
公
的
資
金

の
繰
上
償
還
（
低
利
率
借
換
え
）

を
認
め
る
も
の
で
す
。

　
通
常
、
地
方
債
を
繰
上
げ
償
還

す
る
場
合
、
補
償
金
を
支
払
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
改

革
な
ど
一
定
の
条
件
を
前
提
と
し

て
こ
の
補
償
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。


